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１．研究計画の概要 
(1)構造物の被害状況調査 

スマトラ島バンダアチェ～ムラボー間の当
該構造物（橋梁，モスク）の損傷程度を調査
する．具体的には，まず構造物種別，規模別
の津波高さと損傷度の関係を明らかにする．
ついで，代表的構造物部材（例えば，桁，橋
脚，基礎）ごとの詳細調査を実施し，その損
傷度を厳密に分析するとともに，設計者に対
してヒヤリング調査を行う． 

 

(2)津波被害分析 

詳細分析として，現地の地形および水深測量
データを用いて津波遡上解析から津波高さ，
流速の推定を行う．これらの推定値を用いて，
現在開発中の粒子法に基づく詳細解析によ
り，構造物の損傷程度，桁移動量の比較を行
い，その損傷メカニズムを推定する．最後に
代表的橋梁モデルに対して津波を孤立波と
して作用させる模型実験により，構造物への
作用力,構造物の抵抗力を求める． 

 

２．研究の進捗状況 
(1)構造物の被害状況調査 

被害状況調査については，現場での計測を終
了し, データの取りまとめを実施している． 

(2)津波被害分析 

粒子法については，標準モデルにおける検討
を終了し，データの取りまとめを実施してい
る．また模型実験も想定ケースについての実
験は終了し，データの取りまとめを実施中で
ある． 

 

３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している． 

 現場調査や分析に対しては，当初の計画通

りに進展している．また, 実験に対しては，
従前に予備実験を実施し再現性を十分に確
認していたことより，当初の計画以上に進展
している． 

 

４．今後の研究の推進方策 
作成した粒子法モデルを用いて，桁に作用す
る力，桁移動の有無，損傷度を求め，これら
の値を実被害と比較することにより，損傷メ
カニズムを推定する．また，模型実験につい
ては，実験データを整理し，構造物に作用す
る流速分布や圧力分布を求め，構造物の抵抗
力との対比を行う． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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